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１ 令和６年度の取組状況について
（１）生涯学習関連事業について （２）生涯学習基本計画の指標について

２ 今後の本県生涯学習の推進に向けて

＜ 指標の達成状況等 ＞

○ 指標の全体像は右図のとおり。

〇 次の指標は、取組の成果が出ており、
今年度は、目標値を超える又はほぼ近づいて
いる状況にある。

・「市町村生涯学習講座受講者数」
・「ふるさとの祭り参加民俗芸能団体数」
・「東日本大震災・原子力災害伝承館来館者数」
・「アクアマリンふくしまの入館者数」

○ 次の指標は、目標値達成に至っていないが、
数値に表れない部分での特色ある取組を含めた総合的な観点の評価が必要。

＜計画目標の実現へ＞

○ ライフステージに応
じた学びの機会提供

○ 地域コミュニティ活
性化・人材育成

○ ＩＣＴの普及・啓発

○ 学びへと誘う情報発信
○ 地域で学ぶ環境整備
○ オンラインによる学び
○ 社会教育施設等の利用促
進

① 人生１００年時代を生きる学びの推進

② 地域づくりにつながる学びの推進

③ 東日本大震災及び原子力災害の記憶と教訓の伝承

〇地域コミュニティ活性化、地域への誇り・愛着
・市町村支援プログラム（社会教育課・生涯学習課）
・ふるさと・きずな維持・再生支援事業

（NPO・企業との連携・協力事業）（文化振興課）
・地域学校協働本部事業（社会教育課）

〇キャリア形成、若者の生きる力、障がい者の学び、健康づくり
・県民カレッジ推進事業（生涯学習課）
・チャレンジ！子どもがふみだす体験活動応援事業（社会教育課）
・東京2025デフリンピック開催復興促進事業（スポーツ課）
・チャレンジふくしま県民運動推進事業（文化振興課）

・「県立美術館の入館者数」…観覧者アンケートで関心の高い企画展を実施、
「ﾄｰｸﾌﾘｰﾃﾞｰ」など新たな取組みも実施している。
・「県文化財センター白河館の入館者数」…若年層に関心が高いイベントや、
県内外からの注目がある特別展示などにより、新規顧客増につなげている。

・ 学びあう生涯学習社会形成事業（ふくしまマナビiによる情報発信）

・ ふくしまを創る若者のプラットフォーム構築事業（高校教育課）

・ デジタルデバイド解消事業（地域デジタルサポーターの育成）

・ チャレンジふくしま県民運動推進事業（文化振興課）

・ 市町村社会教育担当者研修会、公民館職員研修会等の実施

・ 東日本大震災・原子力災害伝承館管理運営事業 等

④ 社会の変化等に対応した学びやすい環境づくりの推進

〇震災伝承の取組、防災教育の推進、伝承施設の充実
・震災・原発災の経験・教訓、復興状況伝承事業

（ジャーナリストスクール開催事業）（生涯学習課）
・次世代へつなぐ伝承事業（生涯学習課）
・そなえるふくしま防災事業（危機管理課）
・東本大震災・原子力災害伝承館管理運営事業（生涯学習課）

〇ＩＣＴの活用、学習成果を活かす場、関係機関等との連携
・生涯学習推進市町村支援事業（生涯学習課）
・デジタルデバイド解消事業（デジタル変革課）
・県展開催事業（文化振興課）
・市町村社会教育担当者研修会（社会教育課）

○ 次の指標は、実績値が伸び悩んでいるため、関係機関による連携した取組
の強化が必要。

・「オンラインを活用した生涯学習講座数」

学び合い、支え合い、地域
が輝く。

次世代へつなぐ 生涯学習
社会ふくしま

県民への情報発信

学びの力による地域づくり
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【指標の評価方法】

A:100％以上 B:99~80％

C:79~70％ D:69％以下


